
　

母子保健母子保健母子保健
コーナー

ご
存
知
で
す
か
？

保
育
所
・
幼
稚
園
の
施
設
開
放
日

児
童
福
祉
課
保
育
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
４

庄原市に光がやってきます

幹線工事の様子

▲保育士から保育所の様子を聞く親子（右端）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た
不
正　

　

な
勧
誘
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た
不
正
な

勧
誘
や
、個
人
情
報
の
取
得
を
行
お
う
と
す

る
電
話
や
手
紙
な
ど
に
関
す
る
情
報
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
も
、不
正
に
通
知
カ
ー
ド
の
写
し

を
送
付
さ
せ
よ
う
と
す
る
不
正
行
為
の
相
談

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

市
役
所
が
通
知
カ
ー
ド
の
写
し
を
郵

送
で
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。マ

イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
カ
ー
ド
や
書
類

を
提
出
す
る
場
合
は
、相
手
方
や
利
用
目
的

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
す
る
場
合
は
、本

人
に
利
用
目
的
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
や
地
方
自
治
体
な
ど
が
、口
座

番
号
や
口
座
の
暗
証
番
号
、所
得
や

資
産
の
情
報
な
ど
を
聞
い
た
り
、お
金
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
要
求
し
た
り
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願

い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
関
連
で
あ
る
こ
と

を
か
た
っ
た
電
子
メ
ー
ル
が
送
ら
れ

て
き
た
場
合
、自
分
の
勤
務
先
な
ど
送
付
者

が
明
ら
か
な
も
の
を
除
き
、安
易
に
開
封
し

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、「
通
知
カ
ー
ド 

個

人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書 

在
中
」、

「
転
送
不
要
」と
赤
字
で
書
か
れ
た
封
筒
に

入
っ
て
、簡
易
書
留
で
各
世
帯
に
郵
送
さ
れ

ま
す
。普
通
郵
便
で
ポ
ス
ト
に
入
っ
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、配
達
員
が
代
金
を
請
求
し
た
り
、口

座
番
号
な
ど
の
情
報
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
。

「
あ
な
た
の
名
前
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

貸
し
て
ほ
し
い
」と
い
っ
た
依
頼
は
詐

欺
の
手
口
で
す
。人
を
だ
ま
し
て
、他
人
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
得
す
る
こ
と
は
法
律
に
よ

り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、だ
ま
さ
れ
て
自
分
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
他
人
に
教
え
て
し
ま
っ
て
も
、刑
事

責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
・
出
前
ト
ー
ク
の
申
し
込
み

企
画
課
政
策
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
１
２

○
通
知
カ
ー
ド
の
受
領
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

各
支
所
市
民
生
活
室

○
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

「
局
番
な
し
の
１い

や

や
８
８
」へ

シリーズ　

マイナンバー制度 Vol．５
企画課政策推進係☎0824-73-1112

　

市
内
の
保
育

所
や
幼
稚
園

に
、入
園
前
の

お
子
さ
ん
や
保

護
者
の
方
が
遊

び
に
行
け
る
こ

と
を
ご
存
知
で

す
か
？

　

市
内
の
保
育

所
・
幼
稚
園
で

は
そ
れ
ぞ
れ

「
施
設
開
放
日
」

を
設
け
て
お

り
、地
域
の
子

育
て
家
庭
の
皆
さ
ん
で
あ
れ
ば
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

保
育
所
・
幼
稚
園
は
多
く
の
場
合
、子
ど
も

が
家
庭
を
離
れ
て
、集
団
生
活
を
経
験
す
る

初
め
て
の
場
で
す
の
で
、入
所
・
入
園
前
に

は
、親
子
共
、期
待
と
同
時
に
不
安
も
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

通
所
通
園
し
て
い
る
子
ど
も
だ
け
で
な

く
、地
域
の
子
育
て
家
庭
の
皆
さ
ん
の
身
近

な
施
設
と
し
て
、ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
時
は
、地
域
の
保
育
所
・
幼
稚

園
に
お
越
し
く
だ
さ
い
！

■
保
育
所
・
幼
稚
園
が
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
知

り
た
い
。

■
近
く
の
安
全
な
遊
び
場
と
し
て
利
用
し
た

い
。

■
園
の
子
ど
も
や
地
域
の
子
ど
も
と
ふ
れ
合

う
機
会
を
つ
く
り
た
い
。

■
入
所
・
入
園
前
に
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
聞

き
た
い
。

■
子
育
て
の
相
談
が
し
た
い
。　

（
ご
希
望
に
応
じ
て
、保
健
師
・
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
し
て
対
応
し

ま
す
）

○
各
施
設
に
よ
っ
て
開
放
日
や
時
間
が
異
な

り
ま
す
。問
い
合
わ
せ
は
各
保
育
所
・
幼
稚
園

ま
で
。

○
施
設
開
放
日
は
一
時
預
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。必
ず
、保
護
者
が
一
緒
に
活
動
し
て
く

だ
さ
い
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
回
線
整
備
の

第
２
期
幹
線
工
事
が
は
じ
ま
り
ま
す
！

　

平
成
27
年
度
か
ら
30
年
度
に
か
け
て
、Ｎ

Ｔ
Ｔ
西
日
本
㈱
が
整
備
事
業
者
と
な
っ
て
、

市
内
全
域
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
回
線
を
整
備
し

て
い
ま
す
。平
成
28
年
度
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー

回
線
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
開
始
予
定
の
地
域
※

で
、光
フ
ァ
イ
バ
ー
回
線
の
設
計
業
務
・
幹

線
工
事
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
㈱
の
工
事
業
者
が
現
地
に

入
る
と
と
も
に
、住
民
の
方
の
お
宅
に
訪
問

ま
た
は
電
話
連
絡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

工
事
業
者
が
住
民
宅
に
訪
問　
　
　
　
　

ま
た
は
電
話
連
絡
す
る
場
合

　

①
設
計

◎
敷
地
内
で
電
柱
の
建
て
替
え
や
新
設
が
必

要
な
場
合
（
承
諾
書
に
捺
印
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
）

◎
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
が
敷
地
上
空
を
通
過
す
る

場
合

◎
ケ
ー
ブ
ル
の
通
過
や
電
柱
の
建
て
替
え
な

ど
で
、樹
木
の
伐
採
が
必
要
な
場
合

　

②
工
事

◎
近
隣
で
地
下
・
架
空
作
業
を
行
う
と
き

◎
敷
地
内
で
作
業
を
行
う
と
き

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
㈱
の
工
事
業
者
名

㈱
ソ
ル
コ
ム
広
島
支
店（
庄
原
現
場
事
務
所
：

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
８
４
７
０
）

※
工
事
作
業
員
は
、「
庄
原
市
超
高
速
情
報
通

信
網
整
備
工
事
従
事
者
」と
い
う
白
い
腕
章

を
着
用
し
て
い
ま
す
。

※
平
成
28
年
度
整
備
エ
リ
ア

●
庄
原
地
域

 　

山
内
電
話
交
換
所
管
内
（
平
成
27
年
度
整

　

備
エ
リ
ア
を
除
く
）

●
東
城
地
域

 　

東
城
電
話
交
換
所
管
内
（
平
成
27
年
度
整

　

備
エ
リ
ア
を
除
く
）　

　

小
奴
可
電
話
交
換
所
管
内

　

川
鳥
電
話
交
換
所
管
内

　

帝
釈
電
話
交
換
所
管
内

その10

情
報
政
策
課
情
報
政
策
係　

☎
０
８
２
４‐73‐１
１
１
３

広
報
広
聴
係　

☎
０
８
２
４‐73‐１
１
５
９

庄
原
市
に
光
が
や
っ
て
き
ま
す

注意
１

注意
２

注意
３

注意
４

注意
５

平成27年度
全国統一防火標語

『無防備な
心に火災が

 　　かくれんぼ』

　

師
走
と
な
り
、
何
か
と
慌
し
く
な
る
こ
の

時
季
は
、
救
急
車
の
出
動
が
一
年
で
最
も
多
く

な
り
ま
す
。

　

病
気
や
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
、
健
康
で
明

る
い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

  

感
染
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　

冬
に
な
る
と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
な
ど
が
流
行
す
る
た
め
、
感
染
予
防

に
対
す
る
取
り
組
み
が
非
常
に
重
要
で
す
。

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
策

①
外
出
の
際
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

②
外
出
先
か
ら
帰
っ
た
ら
、
ま
ず
手
洗
い
を

徹
底
す
る
。
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
が
有
効
。

③
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を

と
る
こ
と
も
予
防
策
の
ひ
と
つ
。

◆
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
予
防
策

①
食
事
前
、
ト
イ
レ
後
、
調
理
前
後
は
、
手

を
石
け
ん
で
よ
く
洗
う
。

注
：
ア
ル
コ
ー
ル
は
有
効
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
調
理
器
具
や
食
器
な
ど
の
消
毒
は
次
亜
塩

素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
家
庭
用
漂
白
剤
）
が
有

効
で
す
。
85
度
以
上
の
熱
湯
で
、
１
分
以
上

加
熱
す
る
こ
と
で
も
消
毒
で
き
ま
す
。

③
感
染
者
の
嘔
吐
物
や
便
に
は
直
接
触
れ
な

い
。
処
理
す
る
時
は
マ
ス
ク
と
手
袋
を
し
っ
か

り
着
用
し
、
家
庭
用
漂
白
剤
を
使
っ
て
消
毒

す
る
。

  

入
浴
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

暖
か
い
部
屋
か
ら
冷
え
た
浴
室
に
移
動
し

た
時
や
、
冷
え
た
浴
室
で
熱
い
お
湯
の
浴
槽
に

浸
か
っ
た
時
な
ど
、
大
き
な
温
度
変
化
に
よ
り

心
臓
や
血
管
に
負
担
が
か
か
り
、
脳
卒
中
や

心
臓
発
作
な
ど
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

◆
入
浴
事
故
の
予
防
策

①
脱
衣
所
や
浴
室
を
暖
め
、
お
湯
と
の
温
度

差
を
少
な
く
す
る
。

②
高
温
で
の
入
浴
や
長
湯
を
避
け
る
。

③
血
圧
降
下
剤
は
入
浴
の
直
前
、
直
後
に
服

用
し
な
い
。

④
高
齢
者
の
入
浴
時
に
は
、
家
族
が
時
々
声

を
か
け
た
り
、
様
子
を
見
に
行
っ
た
り
す
る
。

庄
原
消
防
署　

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
９
９
１
１

東
城
消
防
署　

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
４
４
１
１

年
末
年
始
の
病
気
や
事
故
を
な
く
そ
う
！
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